
改
革
の
カ
ギ
は

日
本
企
業
の
知
に
あ
り
!?

を
進
め
る
力
「
実
践
知
」
を
持
つ
リ
ー

ダ
ー
に
あ
る
、
と
説
明
す
る
。

　「
日
本
企
業
の
強
み
は
、
ト
ッ
プ
と

現
場
を
つ
な
ぐ〝
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
〞

の
実
践
知
に
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
ク

ロ
ネ
コ
ヤ
マ
ト
の
セ
ー
ル
ス
ド
ラ
イ

バ
ー
、
日
本
一
の
旅
館
・
加
賀
屋

の
仲
居
さ
ん
、
資
生
堂
の
ビ
ュ

ー
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
。

直
接
顧
客
と
接
す
る
彼
ら
こ

そ
、
顧
客
の
本
当
の
ニ
ー

ズ
も
ト
ッ
プ
の
ビ
ジ
ョ
ン

も
知
っ
て
い
る
重
要
な
存

在
で
す
」
と
野
中
教
授
は
話

す
。
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
現

場
で
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
こ
と
で
、

よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が
る
。個
々

の
現
場
で
顧
客
と
共
感
し
て
得
た
暗
黙

知
と
組
織
内
外
に
あ
る
形
式
知
を
、
彼

ら
が
中
心
と
な
っ
て
総
合
す
る
こ
と

で
、
現
場
と
つ
な
が
っ
た
経
営
が
で
き

る
の
だ
。

　
こ
の
理
論
は
、
民
間
企
業
は
も
ち
ろ

ん
、
国
づ
く
り
に
も
役
立
つ
は
ず
―
。

そ
う
捉
え
て
い
る
の
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸

国
だ
。
ト
ッ
プ
が
決
め
た
政
策
が
思
う

よ
う
な
結
果
を
生
ま
な
い
こ
と
も
多

い
。
そ
れ
は
、
各
国
の
行
政
組
織
に
ミ

ド
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
少
な
く
、
現
場
の

知
が
政
策
に
十
分
に
生
か
さ
れ
て
い
な

い
か
ら
だ
。

　
そ
こ
で
２
０
０
４
年
か
ら
、
知
識
創

造
理
論
を
学
び
、
そ
の
実
践
の
現
場
を

見
る
研
修
が
日
本
で
実
施
さ
れ
て
い

る
。Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
行
政
組
織
な

ど
か
ら
派
遣
さ
れ
た
研
修
員
が
、
野
中

教
授
に
よ
る
直
々
の
講
義
は
も
ち
ろ

ん
、
民
間
企
業
や
地
方
自
治
体
な
ど
も

訪
問
す
る
。
そ
の
一
例
が
、
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
を
経
営
す
る
株
式
会
社

セ
ブ
ン
―

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
。
天

候
や
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
考
慮

し
、
各
店
舗
が
個
々
の
商
品
を
管

理
し
、
店
長
が
発
注
を
決
め
る

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
同

社
。「
日
本
の
現
場
で
話
を
聞

け
た
の
は
大
き
な
収
穫
。
情
報

を
共
有
す
る〝
場
〞づ
く
り
な
ど
、

自
国
で
も
生
か
し
た
い
」
と
研
修

員
か
ら
も
好
評
だ
っ
た
。

特集  ASEAN
そして、未来へ

　
日
本
で
の
研
修
を
き
っ
か
け
に
、
各

地
の
行
政
組
織
に
も
広
ま
り
始
め
た
知

識
創
造
理
論
。
次
の
ス
テ
ッ
プ
は
、
理

論
の
実
践
だ
。

　
す
で
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
で
は
、
現

場
の
人
々
が
培
っ
た
暗
黙
知
を
共
有
す

る
場
を
つ
く
り
、
社
会
の
課
題
解
決
を

目
指
す
リ
ー
ダ
ー
が
い
る
。
彼
ら
の
共

通
項
を
探
し
、
各
国
の
事
情
に
合
っ
た

組
織
運
営
の
モ
デ
ル
を
導
き
出
せ
な
い

か
―
。
そ
こ
で
、
政
策
研
究
大
学
院
大

学
（
Ｇ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
）
と
一
橋
大
学
、Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
が
、
各
国
の
研
究
機
関
と
共
同

研
究
に
乗
り
出
し
た
。

　
例
え
ば
、
他
国
に
先
駆
け
、
幹
部
公

務
員
の
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
知
識
創
造

理
論
を
取
り
入
れ
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム
。

研
究
対
象
の
一
つ
は
、
世
界
遺
産
に
登

録
さ
れ
た
ベ
ト
ナ
ム
の
ホ
イ
ア
ン
市

だ
。
市
の
ト
ッ
プ
に
当
た
る
グ
ェ
ン
・

　
　
　
　
　
　
　

本
が
世
界
に
誇
る
も
の
づ
く
り
。

そ
れ
を
支
え
る
の
は
、
例
え
ば

小
さ
な
町
工
場
の
職
人
た
ち
だ
。
彼
ら

に
は
現
場
で
長
年
培
っ
て
き
た
熟
練
の

技
術
が
あ
る
。
そ
う
し
た
個
人
の
経
験

や
気
付
き
、匠
の
技
な
ど
を
「
暗
黙
知
」

と
呼
ぶ
。
し
か
し
、
そ
れ
を
共
有
し
な

け
れ
ば
個
人
の
中
に
留
ま
っ
た
ま
ま
。

そ
こ
で
そ
れ
ら
を
言
葉
と
し
て
表
現
し

た
の
が
「
形
式
知
」。
製
造
工
程
や
接

客
の
コ
ツ
な
ど
を
ま
と
め
た
マ
ニ
ュ
ア

ル
が
良
い
例
だ
。

　
こ
の
二
つ
の
知
識
を
組
み
合
わ
せ
て

新
し
い
知
識
を
創
造
し
て
こ
そ
、
組
織

は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
続
け
ら

れ
る
―
。
こ
れ
が
、
世
界
的
に
著
名
な

野
中
郁
次
郎
一
橋
大
学
名
誉
教
授
が
提

唱
し
た
「
知
識
創
造
理
論
」
の
基
本
だ
。

こ
の
理
論
で
は
、
ホ
ン
ダ
や
ト
ヨ
タ
な

ど
の
民
間
企
業
が
日
本
の
高
度
経
済
成

長
を
け
ん
引
し
た
理
由
は
、
知
識
創
造

行
政
が
目
指
す
べ
き

モ
デ
ル
を
探
す

養
成
機
関
で
あ
る
Ｈ
Ｃ
Ｍ
Ａ
の
職
員

が
、
自
ら
現
場
に
足
を
運
ぶ
こ
と
に
意

味
が
あ
る
。
成
功
例
と
し
て
ホ
イ
ア
ン

市
の
組
織
運
営
を
学
び
、
良
い
点
を
行

政
官
の
育
成
に
生
か
せ
る
か
ら
で
す
」

と
振
り
返
る
。

　
急
激
な
経
済
成
長
を
遂
げ
る
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
諸
国
は
、
高
齢
化
や
環
境
問
題
な

ど
、
よ
り
複
雑
化
す
る
課
題
と
向
き
合

わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
立
ち

向
か
え
る
人
づ
く
り
を
、
日
本
の
発
展

を
支
え
て
き
た
こ
の
理
論
が
変
え
て
い

く
は
ず
だ
。

一
人
一
人
の
経
験
や
知
恵
が
集
ま
れ
ば
、
組
織
も
国
も
変
わ
る
―
。

日
本
で
も
実
践
さ
れ
て
き
た
こ
の
理
論
を
国
づ
く
り
に
生
か
し
た
い
と
、

A
S
E
A
N
諸
国
か
ら
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

国
を
支
え
る〝
知
〞を
生
む
力

今年6月に日本で開かれたワークショップで、知識経営について講義する野中教授。インドネシア、タイ、ミャンマーなど5カ
国から公務員養成機関や学術機関の職員が参加した

日

［上］ランタンがともるホイアン市の旧市街。景観を守る
ためバイクの乗り入れを禁止するなど、現場の声を生か
した政策を進め、観光都市として成功を収めている
［下］市役所に当たるホイアン市人民委員会をHCMA
の職員が訪れ、都市づくりの過程でのリーダーや行政の
役割についてインタビュー

野中教授共著の『Managing 
Flow』（2008年）はベトナム
語に翻訳されるほど支持されて
いる

共産党幹部のトー・フィ・ルア氏と
会談する野中教授（左）。ベトナ
ム側からの関心も高い

ス
・
ホ
イ
ア
ン
市
共
産
党
書
記
長
の
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
組
織
全
体
で
古

い
街
並
み
を
守
り
な
が
ら
観
光
振
興
に

力
を
入
れ
た
結
果
、
世
界
中
か
ら
の
観

光
客
が
増
加
。
市
民
の
声
を
聞
き
、
都

市
づ
く
り
に
生
か
す
ス
書
記
長
は
、
ま

さ
に
実
践
知
の
リ
ー
ダ
ー
だ
。

　
研
究
に
参
加
す
る
一
橋
大
学
大
学
院

国
際
企
業
戦
略
研
究
科
の
川
田
英
樹
講

師
は
、
こ
の
８
月
、
研
究
の
パ
ー
ト
ナ

ー
で
あ
る
ホ
ー
チ
ミ
ン
国
家
政
治
行
政

学
院
（
Ｈ
Ｃ
Ｍ
Ａ
）
の
職
員
と
共
に
調

査
の
た
め
同
市
を
訪
れ
た
。「
公
務
員

日本での研修に参加し、セブンイレブン
の店舗を視察する東南アジアの研修
員。民間の知にヒントがある
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